
               

親
友
を
試
合
で
廃
人
に
追
い
込
ん
だ
ボ
ク
サ
ー
が
、 

復
讐
に
来
た
彼
の
息
子
と
試
合
す
る
話 

 

テ
ン
カ
ウ
ン
ト

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
リ
ラ
イ
ト
版
） 

               

リ
ラ
イ
ト 

大
岡
俊
彦 



 1 

登
場
人
物 

 

川
田
（
３
９
、
回
想
時
３
１
、
１
５
） 

 

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
。
か
つ
て
親
友
の
風
間
を 

左
ス
ト
レ
ー
ト
で
廃
人
に
し
た
。 

 

風
間
ユ
ウ
ト
（
１
８
、
回
想
時
１
０
） 

風
間
の
息
子
。 

川
田
と
因
縁
の
試
合
を
す
る
。 

  

風
間
タ
ク
ミ
（
３
０
、
回
想
時
１
４
） 

 

川
田
の
親
友
。
試
合
で
廃
人
に
な
っ
た
。 

   

川
田
の
妻
（
３
５
） 

川
田
の
息
子
（
５
） 

  

レ
フ
ェ
リ
ー 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー 

 

刑
事 
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〇
ボ
ク
シ
ン
グ
の
リ
ン
グ
上 

  
 

 

ダ
ウ
ン
し
た
者
の
視
界
。 

 
 

 

ぼ
や
け
た
視
点
で
、
レ
フ
ェ
リ
ー
が
カ
ウ
ン 

ト
す
る
。 

レ
フ
ェ
リ
ー
「
１
、
２
、
３…

…

！
」 

 
 

 

倒
れ
て
い
た
川
田
（
３
９
）
、
半
身
を
起
こ
す
。 

川
田 

「
ア
レ
？ 

…
…

ダ
ウ
ン
し
て
る
？…

…

」 

 
 

 

起
き
上
が
ろ
う
と
す
る
川
田
。 

 
 

 

リ
ン
グ
サ
イ
ド
で
は
、
川
田
の
妻
（
３
５
） 

と
、
息
子
（
５
）
が
キ
ャ
ン
バ
ス
を
激
し
く 

叩
い
て
い
る
。 

レ
フ
ェ
リ
ー
「
５
、
６
、
７…

…
！
」 

川
田 

「
や
れ
る
よ
、
や
れ
る
」 

 
 

 

立
ち
上
が
る
川
田
。 

 
 

 

相
手
コ
ー
ナ
ー
に
い
る
、
風
間
ユ
ウ
ト
（
１ 

８
）
。
こ
ち
ら
を
睨
ん
で
い
る
。 

川
田 

「
あ
れ
？
」 

 
 

 

足
が
も
つ
れ
て
倒
れ
る
川
田
。 

 
 

 

レ
フ
ェ
リ
ー
、
両
手
を
交
差
。 

 
 

 

打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
ゴ
ン
グ
。 

 
 

 

ユ
ウ
ト
、
左
拳
を
右
手
に
叩
き
つ
け
、
天
に 

掲
げ
る
。 

 

〇
川
田
の
控
え
室 

  
 

 

入
っ
て
く
る
ユ
ウ
ト
。 

 
 

 

マ
ス
コ
ミ
が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
焚
い
て
い
る
の 

が
見
え
る
が
、
閉
め
た
ド
ア
で
遮
ら
れ
る
。 

 
 

 

ユ
ウ
ト
、
ボ
コ
ボ
コ
の
顔
の
川
田
に
、
深
く 

一
礼
す
る
。 

ユ
ウ
ト
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

川
田 

「…
…

こ
の
後
ヒ
マ
？
」 

ユ
ウ
ト
「
は
い
？
」 

川
田 

「
飯
で
も
行
か
ね
？
」 

 

〇
町
の
中
華
料
理
屋 

  
 

 

汚
い
庶
民
的
な
店
で
、
ラ
ー
メ
ン
や
チ
ャ
ー 

ハ
ン
を
食
べ
る
川
田
と
ユ
ウ
ト
。 
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川
田 

「
や
っ
と
食
え
る
わ
ー
」 

ユ
ウ
ト
「
自
分
、
そ
ん
な
に
食
わ
な
い
ん
で
、
ど
う 

ぞ
」 

川
田 

「
ユ
ウ
ト
は
次
も
あ
る
も
ん
な
。
俺
は
負
け 

た
し
」 

ユ
ウ
ト
「…

…

」 

川
田 

「
俺
、
何
で
倒
さ
れ
た
？
」 

ユ
ウ
ト
「
覚
え
て
な
い
ん
で
す
か
？
（
左
ス
ト
レ
ー 

ト
を
出
す
）
」 

川
田 

「
あ
ー
、…

…
ま
さ
か
の
ソ
レ
か
」 

 
 

 

店
の
テ
レ
ビ
は
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
に
。 

 
 

 

さ
っ
き
の
試
合
の
Ｋ
Ｏ
シ
ー
ン
プ
レ
イ
バ
ッ 

ク
。 

 
 

 

ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
で
。 

川
田 

「
こ
こ
ま
で
は
覚
え
て
る
」 

 
 

 

川
田
、
左
ス
ト
レ
ー
ト
。 

 
 

 

ユ
ウ
ト
、
そ
れ
を
右
パ
リ
ー
し
て
、
同
じ
左 

ス
ト
レ
ー
ト
で
返
す
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
因
縁
の…

…

因
縁
の
左
ス
ト
レ
ー 

ト
！
」 

川
田 

「
左
ス
ト
レ
ー
ト
に
左
ス
ト
レ
ー
ト
返
し
か
。 

…
…

狙
っ
て
た
よ
な
？
」 

ユ
ウ
ト
「
（
不
敵
に
）
当
然
で
し
ょ
」 

川
田 

「…
…

」 

 

〇
回
想
、
８
年
前
、
リ
ン
グ
の
上 

  
 

 

川
田
（
３
１
）
と
試
合
す
る
ユ
ウ
ト
の
父
、 

風
間
タ
ク
ミ
（
３
０
）
。 

 
 

 

川
田
の
左
ス
ト
レ
ー
ト
が
当
た
り
、
タ
ク
ミ 

倒
れ
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
川
田
必
殺
の
左
ス
ト
レ
ー
ト
！ 

 

こ
れ
は
危
険
な
倒
れ
方
！ 

か
つ
て
同
じ
ジ
ム
に 

通
っ
て
い
た
親
友
の
風
間
に
、
川
田
の
無
慈
悲
な 

一
撃
ィ
ィ
ィ
！
」 

 
 

 

レ
フ
ェ
リ
ー
、
両
手
を
ク
ロ
ス
し
て
試
合
を 

止
め
る
。 

 

〇
回
想
、
８
年
前
、
風
間
の
家
、
門
前
～
リ
ビ
ン
グ 

 



 4 

 
 

 

警
察
が
た
く
さ
ん
来
て
い
る
。 

 
 

 

「
立
ち
入
り
禁
止
」
の
テ
ー
プ
を
く
ぐ
り
、 

中
に
入
る
川
田
（
３
１
）
。 

 
 

 

リ
ビ
ン
グ
で
は
、
腐
乱
死
体
に
毛
布
が
被
せ 

ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 
部
屋
の
中
に
つ
く
ら
れ
た
檻
の
よ
う
な
座
敷 

牢
に
、
や
せ
こ
け
て
目
だ
け
ギ
ラ
ギ
ラ
し
た 

ユ
ウ
ト
（
１
０
）
が
体
育
座
り
を
し
て
い
る
。 

刑
事 

「
良
か
っ
た
。
川
田
さ
ん
し
か
連
絡
先
が
入 

っ
て
な
く
て
」 

 
 

 

ユ
ウ
ト
は
川
田
の
到
着
に
気
づ
き
、
恐
ろ
し 

い
形
相
で
睨
む
。 

新
聞 

『
風
間
タ
ク
ミ
、
川
田
の
殺
人
パ
ン
チ
で
廃 

人
だ
っ
た
』 

 
 

 

『
狂
気
の
息
子
監
禁
、
虐
待
疑
惑
も
』 

 

〇
（
元
に
戻
り
）
中
華
料
理
屋 

 

ユ
ウ
ト
「
（
左
拳
を
突
き
出
し
）
あ
な
た
が
親
父
を
き 

ち
が
い
に
追
い
込
ん
だ
パ
ン
チ
で
、
あ
な
た
を
倒 

せ
ま
し
た
よ
」 

川
田 

「…
…

（
鼻
で
笑
う
）
」 

ユ
ウ
ト
「
？
」 

川
田 

「
ま
だ
俺
は
、
廃
人
に
な
っ
て
い
な
い
ぜ
」 

ユ
ウ
ト
「…

…

は
？
」 

 

〇
そ
の
外
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
商
店
街
、
夜 

  
 

 

構
え
る
川
田
。 

川
田 

「
別
に
今
、
俺
は
こ
こ
で
や
っ
て
も
い
い
ぞ
」 

 
 

 

思
わ
ず
構
え
る
ユ
ウ
ト
。
だ
が
思
い
と
ど
ま 

る
。 

ユ
ウ
ト
「
い
や
、
リ
ン
グ
で
や
り
た
い
で
す
。
再
戦 

の
オ
フ
ァ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。
事
務
所
は
俺
か
ら 

説
得
し
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
も
来
る
で
し
ょ
」 

川
田 

「
リ
ベ
ン
ジ
の
リ
ベ
ン
ジ…

…

。
ど
ち
ら
が 

最
強
の
左
ス
ト
レ
ー
ト
か
」 

ユ
ウ
ト
「
父
を
殺
さ
れ
た
息
子
、
仇
は
父
の
親
友
だ 

っ
た
」 

川
田 

「…
…

悪
く
な
い
」 



 5 

 

〇
風
間
の
墓 

  
 

 

に
参
る
川
田
。 

川
田 
「
い
や
ー
、
負
け
ち
ま
っ
た
よ
。
ユ
ウ
ト
、 

強
く
な
っ
た
な
ー
。
ラ
ス
ト
以
外
も
、
危
な
い
場 

面
た
く
さ
ん
あ
っ
た
し
な
。
見
て
た
か
？
」 

 
 

 

か
わ
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
た
り
、
試 

合
の
再
現
を
す
る
川
田
。 

川
田 

「
お
前…

…
随
分
と
ア
イ
ツ
を
鍛
え
た
な
」 

 
 

 

風
間
の
幻
影
が
、
墓
の
前
に
現
れ
る
。 

 
 

 

笑
う
風
間
。
笑
う
川
田
。 

 
 

 

風
間
、
ク
ッ
キ
ー
の
缶
を
持
っ
て
い
て
、
川 

田
に
見
せ
る
。 

 
 

 

サ
ビ
で
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
。 

川
田 

「
？ 

…
…

あ
っ
！ 

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
！
」 

 

〇
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
中
の
中
学
校 

 

川
田
「
あ
ー
、
も
う
校
舎
ね
え
ん
だ
な
」 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

中
学
時
代
の
回
想
、
校
舎
裏
。 

 
 

 

川
田
（
１
５
）
と
風
間
（
１
４
）
が
、
手
製 

グ
ロ
ー
ブ
を
つ
け
て
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
真
似 

事
を
や
っ
て
い
る
。 

川
田 

「
も
う
ボ
ク
シ
ン
グ
部
つ
く
ろ
う
ぜ
風
間
」 

風
間 

「
俺
と
お
前
だ
け
じ
ゃ
部
員
足
り
ね
え
だ
ろ
」 

川
田 

「
じ
ゃ
二
人
で
ジ
ム
通
う
か
」 

風
間 

「
金
は
？
」 

川
田 

「
高
校
入
っ
た
ら
バ
イ
ト
だ
な
」 

風
間 

「
バ
イ
ト
し
な
が
ら
ボ
ク
シ
ン
グ
？
」 

川
田 

「
伝
統
的
に
、
新
聞
配
達
で
ロ
ー
ド
ワ
ー
ク 

だ
ろ
」 

風
間 

「
あ
！ 

ド
ラ
マ
と
か
で
見
た
こ
と
あ
る
や 

つ
！ 

こ
う
、
フ
ー
ド
被
っ
て
、
新
聞
抱
え
て…

 

…

」 

 
 

 

シ
ャ
ド
ウ
ボ
ク
シ
ン
グ
を
す
る
風
間
。 

川
田 

「
そ
う
だ
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
用
の
、
持
っ 

て
き
た
？
」 

風
間 

「
お
う
。
プ
ロ
に
な
っ
て
、
俺
た
ち
の
決
着 
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つ
い
た
ら
開
け
よ
う
ぜ
」 

川
田 

「
お
互
い
の
弱
点
。
そ
れ
に
対
す
る
ア
ド
バ 

イ
ス
」 

風
間 

「
勝
っ
た
方
が
開
け
ら
れ
る
」 

 
 

 
缶
に
、
封
を
し
た
手
紙
を
入
れ
る
二
人
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

掘
り
出
さ
れ
る
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
サ
ビ
た
缶
。 

 
 

 

開
け
る
。
ボ
ロ
ボ
ロ
の
手
製
グ
ロ
ー
ブ
に
、 

「
プ
ロ
に
な
る
ぞ
！
」
と
マ
ジ
ッ
ク
で
書
い 

て
あ
る
。 

 
 

 

そ
し
て
、
二
通
の
手
紙
。 

 
 

 

ま
ず
「
風
間
へ
」
と
書
か
れ
た
も
の
を
開
け 

る
。 

手
紙 

『
俺
の
左
ス
ト
レ
ー
ト
は
ダ
ッ
キ
ン
グ
で
か 

わ
せ
』 

川
田 

「…
…

お
前
、
か
わ
し
き
れ
な
か
っ
た
し
な 

ー…
…

」 

 
 

 

左
ス
ト
レ
ー
ト
を
も
ろ
に
食
ら
う
風
間
の
回 

想
。 

 
 

 

続
け
て
、「
川
田
へ
」
と
書
か
れ
た
風
間
の
手 

紙
を
開
け
る
。 

手
紙 

『
左
ス
ト
レ
ー
ト→

左
ア
ッ
パ
ー
の
ダ
ブ
ル 

な
ら
、
か
わ
し
た
奴
に
も
当
た
る
』 

川
田 

「…
…

ほ
う
」 

 
 

 

そ
れ
を
や
っ
て
み
る
川
田
。 

 
 

 

幻
影
の
風
間
（
３
０
）
が
お
手
製
の
グ
ロ
ー 

ブ
を
つ
け
て
い
る
。 

 
 

 

左
ス
ト
レ
ー
ト→

ア
ッ
パ
ー
の
ダ
ブ
ル
を
打 

つ
川
田
。 

 
 

 

か
わ
し
た
風
間
の
顎
を
捉
え
る
。 

川
田 

「…
…

友
情
の
、
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
」 

 
 

 

顎
を
打
た
れ
た
風
間
、
ニ
ヤ
リ
と
笑
う
。 

 

〇
リ
ン
グ
の
上 

 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
サ
ア
！ 

リ
ベ
ン
ジ
の
リ
ベ
ン 

ジ
！ 

父
を
殺
さ
れ
、
座
敷
牢
に
幽
閉
さ
れ
た
、 

悲
劇
の
ボ
ク
サ
ー
風
間
ユ
ウ
ト
！ 

親
友
を
左
ス 

ト
レ
ー
ト
で
廃
人
に
追
い
込
み
、
そ
の
息
子
に
追 

わ
れ
る
川
田
タ
ケ
シ
！ 

前
回
は
父
を
倒
し
た
左 
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ス
ト
レ
ー
ト
で
、
風
間
が
雪
辱
を
果
た
し
ま
し 

た
！ 

だ
が
川
田
は
言
っ
た
！ 

『
そ
の
パ
ン
チ 

で
俺
を
廃
人
に
し
た
の
か
？
』
と
！ 

『
本
当
に 

父
の
仇
を
、
打
っ
た
の
か
？
』
と
！ 

ど
こ
ま
で 

因
縁
は
続
く
の
か
！ 

そ
れ
が
今
夜
の
試
合
で 

す
！
」 

 
 

 

試
合
開
始
。
一
進
一
退
の
攻
防
。 

 
 

 

川
田
、
左
ス
ト
レ
ー
ト
、
ユ
ウ
ト
も
同
時
に 

左
ス
ト
レ
ー
ト
を
返
す
。 

バ
チ
ー
ン
と
い
う
音
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
左
ス
ト
レ
ー
ト
同
士
の
相
打
ち
！ 

 

だ
が
浅
か
っ
た
か
？ 

川
田
も
う
一
度
左
ス
ト
レ 

ー
ト
！ 

…
…

同
じ
く
相
打
ち
！
」 

 
 

 

ユ
ウ
ト
、「
来
い
よ
」
と
ア
ピ
ー
ル
。
川
田
の 

左
ス
ト
レ
ー
ト
と
、
三
度
相
打
ち
。 

 
 

 

鼻
血
を
吹
く
川
田
。
鼻
血
を
吹
く
ユ
ウ
ト
。 

 
 

 

二
人
と
も
、
時
が
止
ま
っ
た
か
の
よ
う
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

以
下
、
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
。 

 
 

 

川
田
、
左
ス
ト
レ
ー
ト
を
放
つ
。 

 
 

 

ユ
ウ
ト
、
そ
れ
を
パ
リ
ー
し
て
左
ス
ト
レ
ー 

ト
。 

 
 

 

だ
が
そ
こ
に
川
田
は
い
な
い
。
沈
み
込
ん
で
、 

下
か
ら
左
ア
ッ
パ
ー
を
突
き
上
げ
る
。 

 
 

 

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
の
モ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
川
田
、 

勝
利
を
確
信
。 

 
 

 

ユ
ウ
ト
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
、
の
け
ぞ
っ
て
か 

わ
し
て
右
シ
ョ
ー
ト
フ
ッ
ク
。 

 
 

 

そ
れ
が
川
田
の
テ
ン
プ
ル
を
捉
え
る
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

元
の
ス
ピ
ー
ド
に
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
川
田
、
ダ
ウ
ー
ン
！ 

立
て
る
か
？ 

 

立
て
な
い
か
？
」 

レ
フ
ェ
リ
ー
「
１
、
２
、…

…

」 

 

〇
回
想
、
８
年
前
、
風
間
の
家
、
リ
ビ
ン
グ 

  
 

 

出
来
た
ば
か
り
の
座
敷
牢
を
、
ユ
ウ
ト
（
８
） 

に
説
明
す
る
。 

風
間 

「
い
い
か
ユ
ウ
ト
。
父
さ
ん
は
川
田
の
パ
ン 
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チ
で
き
ち
が
い
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
。
だ
か
ら 

時
々
暴
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
は
こ
こ
に 

隠
れ
て
、
き
ち
が
い
父
さ
ん
か
ら
身
を
守
れ
」 

ユ
ウ
ト
「…

…

う
ん
」 

風
間 
「
よ
し
、
い
い
子
だ
。
必
殺
パ
ン
チ
を
教
え 

た
よ
な
？ 

左
ス
ト
レ
ー
ト
」 

 
 

 

ゆ
っ
く
り
と
左
拳
を
出
す
。 

ユ
ウ
ト
「
パ
リ
ー
し
て
同
じ
パ
ン
チ
」 

風
間 

「
そ
れ
を
か
わ
し
て
左
ア
ッ
パ
ー
の
ダ
ブ
ル 

パ
ン
チ
」 

ユ
ウ
ト
「
か
わ
し
て
シ
ョ
ー
ト
フ
ッ
ク
」 

 
 

 

そ
の
通
り
に
ゆ
っ
く
り
と
や
る
。 

風
間 

「
よ
し
」 

 
 

 

リ
ア
ル
の
ス
ピ
ー
ド
で
や
る
。 

 
 

 

見
事
に
風
間
の
テ
ン
プ
ル
を
捉
え
る
ユ
ウ
ト 

の
右
シ
ョ
ー
ト
フ
ッ
ク
。 

 
 

 

も
う
一
度
、
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
な
が
ら
同
じ 

こ
と
を
や
る
。 

 
 

 

何
度
も
何
度
も
繰
り
返
す
。 

 
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 
 

 

風
間
、
よ
だ
れ
を
垂
ら
し
て
、
気
が
狂
っ
た 

よ
う
に
暴
れ
る
。
物
を
投
げ
る
。
壊
す
。 

風
間 

「
川
田
あ
あ
あ
あ
あ
！ 

川
田
あ
あ
あ
あ
！
」 

 
 

 

座
敷
牢
の
中
で
、
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
ひ
た 

す
ら
繰
り
返
す
ユ
ウ
ト
。 

 
 

 

何
度
も
何
度
も
繰
り
返
す
こ
と
で
精
神
を
安 

定
さ
せ
て
い
る
。 

 
 

 

涙
が
流
れ
て
も
続
け
る
。 

 

〇
（
元
に
戻
っ
て
）
リ
ン
グ
の
上 

 

レ
フ
ェ
リ
ー
「
１
、
２…

…

！
」 

 
 

 

コ
ー
ナ
ー
ポ
ス
ト
で
カ
ウ
ン
ト
を
聞
く
ユ
ウ 

ト
。 

 
 

 

倒
れ
た
川
田
の
肉
体
、
け
い
れ
ん
を
始
め
る
。 

 
 

 

レ
フ
ェ
リ
ー
、
危
険
を
察
知
し
て
試
合
を
止 

め
る
。 

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
「
川
田
、
大
丈
夫
か
？ 

気
を
失
っ 

た
？ 

ま
さ
か
、
廃
人
に…

…

？ 

廃
人
パ
ン
チ 

の
お
返
し
か
ー
ッ
？
」 
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川
田
、
ぴ
く
り
と
も
動
か
な
い
。 

 
 

 

リ
ン
グ
の
上
で
、
風
間
の
幽
霊
が
見
て
い
る
。 

 
 

 

そ
こ
に
、
川
田
の
幽
霊
が
や
っ
て
来
る
。 

風
間 

「
よ
う
」 

川
田 
「
て
め
え
、
手
紙
に
嘘
書
い
た
な
？
」 

風
間 
「
そ
こ
ま
で
含
ん
で
試
合
だ
ろ
」 

川
田 

「…
…

」 

 
 

 

爆
笑
す
る
川
田
。 

 
 

 

爆
笑
す
る
風
間
。 

川
田 

「
参
っ
た
よ
。
負
け
た
負
け
た
。
天
国
は
、 

ボ
ク
シ
ン
グ
観
れ
ん
の
か
？
」 

風
間 

「
特
等
席
で
な
」 

川
田 

「
俺
は
廃
人
止
ま
り
だ
っ
た
が
、
お
前
の
息 

子
は
殺
人
ま
で
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
た
な
」 

風
間 

「
じ
ゃ
あ
俺
の
勝
ち
だ
な
」 

川
田 

「…
…

ま
だ
決
着
は
つ
い
て
ね
え
ぞ
？
」 

風
間 

「
は
？
」 

 
 

 

リ
ン
グ
サ
イ
ド
で
キ
ャ
ン
バ
ス
を
叩
い
て
い 

る
、
川
田
の
妻
と
息
子
。 

 
 

 

川
田
の
息
子
。
も
の
す
ご
い
形
相
で
、
ユ
ウ 

ト
を
睨
む
。 

ユ
ウ
ト
「…

…

（
来
い
よ
、
と
グ
ロ
ー
ブ
で
煽
る
）
」 

川
田 

「
テ
ン
カ
ウ
ン
ト
は
、
ま
だ
聞
い
て
ね
え
」 

 
 

 

ニ
ヤ
リ
と
笑
う
川
田
。 

 
 

 

ニ
ヤ
リ
と
笑
う
風
間
。 

 
 

 

ニ
ヤ
リ
と
笑
う
ユ
ウ
ト
。 

 
 

 

睨
む
川
田
の
息
子
。 

 

〇
タ
イ
ト
ル 

「
テ
ン
カ
ウ
ン
ト
」 

    

 


